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爽やかな好天の中，小中高合同の歓迎遠足が行われました。

ついこの間まで寒かったのに，歩いている間は暑くて上着を脱
ぐくらい。暑い暑いと言いながら，みんな元気に歩きました。 

目的地の長野陸上競技場では，宇久高生徒会の進行のもと，
宇久高・宇久中合同生徒会が企画したレクレーションが行われ，
小・中・高の児童生徒１４５名が仲良く，楽しく交流すること
ができました。新入生紹介の出し物も，＊＊＊＊さんの代表あ
いさつも，とても上手に立派にできました。 

1 年生の＊＊さんにとっても，それぞれ進級した 2 年生～6
年生にとっても楽しい思い出のひと時となったことでしょう。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 
本校に来てまだわずかな日数しか経っていませんが，子ども達の活動を見ていると，「一人ひ

とり，よくがんばって働いているなぁ。」という思いを強く感じます。 
 給食の後，テーブルを拭いていた男の子。手に持った台ふきの幅に合わせて一列ずつ，丁寧に
丁寧に拭いていました。その表情は真剣そのものでした。 
 入学式前日の準備作業では，2 年～6 年までの子ども達が作業を分担し，お客様用のスリッパ
を一足一足，拭きあげたり，会場を飾る花のプランターの汚れを落としたりといった活動を一生
懸命にやっていました。会場となる広い広い体育館の床も，雑巾を持って，入れ替わり立ち替わ

り，拭き残しの隙間ができないように気をつけながら，ピカピカに美
しく拭きあげました。みんなで入学を祝おうという気持ちが，態度に
表れています。誰一人，怠けたり，手を抜く子どもはいません。 

尐人数のため，自分達がやらなければ誰もやってはくれないという
環境はあると思いますが，まじめに取り組むその態度には感心しまし
た。また，そこには子ども自身の頑張りだけではなく，これまで指導
を積み重ねてきた本校の先生方の頑張りがあります。 

子ども達も先生方も素晴らしい。神浦小学校の宝の一つですね。 

 

“小さな学校 大きな人間づくり” 

自己紹介ゲーム中！ 

＊さんの代表あいさつ 

145 人の名前いつ覚えるの？ 今でしょ！ 


